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・ 宇宙環境における木材建築の可能性の研究

現在、宇宙ユニットでは、宇宙環境の中でも、特に真空環境
に重点を置き、木材の短～長期間の真空暴露によって、

どのような物性変化が起きるのかを検討し、木材の宇宙環
境利用の可能性の追究、宇宙環境に適した樹種の検討をし
ています。

実験内容
0.5cm× 1.0cm×10cm の木材片を真空チェンバ（図１）内に

暴露し（図２）、質量計測、弾性試験、クリープ試験を行うこと
で木材の物性変化を追っています。

試験対象の樹種として、スギ、ブナ、センダン、ホオノキを選
定しています（図３）。

将来的には、地球上における木材建築の基準は、月面や火
星においても適用可能な基準か？宇宙空間における木材
建築は人類の宇宙進出を助けるか？を検討することを目標
としています。

・ 京都大学宇宙総合学研究ユニットとは

図１. 真空チェンバ

京都大学宇宙総合学研究
ユニット宇宙木材利用研究
会では、再生可能な資源
である木材の利用により、

宇宙における持続可能な
人類社会の創出の可能性
を検証しています。
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図２. 真空チェンバ内の木材
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図３. 試験体木材
スギ（上）、ブナ（下）


